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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
短
編
日
和

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
７
８
０
Ｋ

【
作
者
名
】

　
明
日
香

【
あ
ら
す
じ
】

　
第
１
話
は
太
子
と
妹
子
の
出
会
い
の
話
。

ち
な
み
に
２
話
か
ら
話
を
繋
げ
な
い
予
定
で
す
。

短
編
集
…
…
み
た
い
な
？
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始
ま
り
（
前
書
き
）

シ
ョ
ボ
い
う
え
に
原
作
を
知
ら
な
い
方
に
は
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
お
ｋ
？
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始
ま
り

「
妹
子
。
」

「
何
で
す
か
？
お
父
様
。
」

「
聖
徳
太
子
と
い
う
人
物
を
知
っ
て
い
る
か
？
」

「
聖
徳
・
・
・
・
太
子
？
」

「
あ
あ
、
な
ん
で
も
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
十
人
の
話

を
一
度
に
聞
い
た
り
、
空
を
飛
べ
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
お
前
と
年
が
近
い

の
に
と
て
も
す
ご
い
お
方
な
ん
だ
。
」

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
聖
徳
太
子
の
こ
と
。

す
ご
い
人
。

頭
が
良
い
。

神
童
。

周
り
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い
た
。

『
聖
徳
太
子
』
は
僕
の
憧
れ
に
な
っ
た
。

僕
も
聖
徳
太
子
み
た
い
に
す
ご
い
人
に
な
っ
て
、
沢
山
の
人
を
幸
せ
に
し
た
い

―
―
。

話
を
聞
く
度
に
、
「
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
、
会
っ
て
み
た
い
」

そ
ん
な
風
に
思
っ
た
。

そ
し
て
―
―

「
太
子
、
遣
隋
使
に
任
命
さ
れ
た
小
野
妹
子
が
面
会
し
た
い
そ
う
で
す
。
」
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「
よ
し
、
入
っ
て
こ
い
。
」

つ
い
に
『
聖
徳
太
子
』
に
会
え
る
ん
だ
。

胸
が
高
鳴
る
。

「
失
礼
し
ま
す
。
」

あ
あ
、
今
、
憧
れ
の
人
が
目
の
前
に
―
―
―
！
！
！
？

目
の
前
に
い
た
の
は
昼
間
っ
か
ら
ジ
ャ
ー
ジ
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
オ
ッ
サ
ン
だ

っ
た
。

「
君
が
遣
隋
使
に
任
命
さ
れ
た
芋
か
。
」

「
芋
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
小
野
妹
子
で
す
っ
！
！
」

「
そ
う
怒
る
な
っ
て
。
私
は
聖
徳
太
子
だ
。
よ
ろ
し
く
な
。
」

「
―
―
―
―
！
！
！
！
？
」

コ
イ
ツ
が
・
・
・
・

聖
徳
太
子
ぃ
！
！
！
！
！
？
？

「
ん
？
ど
う
し
た
、
妹
子
。
」

僕
の
憧
れ
が
・
・
・
こ
ん
な
臭
く
て
ジ
ャ
ー
ジ
の
ア
ホ
な
オ
ッ
サ
ン
だ
な
ん
て
・

・
・
・
。

し
か
も
隋
に
、
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
け
だ
っ
て
！
？

冗
談
じ
ゃ
な
い
！
！

僕
ま
で
変
人
扱
い
さ
れ
ち
ゃ
う
だ
ろ
う
が
！
！
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「
そ
う
だ
、
太
子
。
お
前
も
隋
に
行
き
た
が
っ
て
た
な
。
一
緒
に
行
っ
て
き
た

ら
ど
う
だ
。
」

馬
子
様
、
ま
さ
か
の
提
案
！
！

こ
ん
な
臭
く
て
ア
ホ
な
オ
ッ
サ
ン
と
一
緒
に
隋
へ
！
？

冗
談
じ
ゃ
な
い
！
！

で
も
、
僕
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
し
な
・
・
・
・
。

は
ぁ
・
・
・
・
、
気
が
重
い
。

結
局
一
緒
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
一
印
象
、
最
悪
。

臭
い
。

ウ
ザ
い
。

キ
モ
い
。

ア
ホ
。

こ
ん
な
オ
ッ
サ
ン
と
遣
隋
使
の
旅
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
一

体
ど
う
な
る
ん
だ
か
。

不
安
だ
ら
け
だ
が
、
行
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

父
や
母
の
期
待
も
背
負
っ
て
い
る
。

太
子
を
信
じ
て
や
っ
て
み
る
し
か
な
い
。
隋
か
ら
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
倭
国

へ
持
ち
帰
る
。

こ
の
旅
を
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
は
し
な
い
。

太
子
か
ら
貰
っ
た
こ
の
ジ
ャ
ー
ジ
に
誓
っ
た
。

「
こ
の
ジ
ャ
ー
ジ
、
袖
が
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
。
」

な
に
は
と
も
あ
れ
太
子
と
の
不
安
だ
ら
け
の
旅
は
始
ま
っ
た
。
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始
ま
り
（
後
書
き
）

こ
こ
ま
で
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

時
間
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
桜
日
和
の
方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
別
の
ジ
ャ
ン
ル
（
ボ
カ
ロ
・
銀
魂
・
リ
ボ
ー
ン
な
ど
）
の

も
書
い
て
み
た
い
で
す
。

ち
な
み
に
私
は
ボ
カ
ロ
は
レ
ン
君
派
。

そ
し
て
な
ぜ
か
ヒ
バ
リ
さ
ん
が
曽
良
君
に
見
え
る
・
・
・
・
。
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卒
業
式
／
妹
太
（
前
書
き
）

急
に
学
パ
ロ
で
す
。

話
は
繋
が
っ
て
ま
せ
ん
。

て
ゆ
う
か
コ
レ
去
年
の
卒
業
式
の
朝
に
書
い
た
も
の
な
の
で
い
つ
も
以
上
に
駄

文
。

お
ｋ
？
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卒
業
式
／
妹
太

日
和
中
学
の
校
庭
に
あ
る
桜
が
満
開
に
咲
い
て
い
る
。

今
日
は
卒
業
式
。

と
い
っ
て
も
僕
の
じ
ゃ
な
い
け
ど
・
・
・
。

今
日
の
主
役
は
太
子
た
ち
だ
。

太
子
と
出
会
っ
た
の
は
今
年
の
春
。

入
学
式
に
生
徒
会
会
長
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
た
の
が
太
子
だ
っ
た
。

あ
ん
ま
り
関
わ
り
た
く
な
か
っ
た
の
に
な
ぜ
か
気
に
入
ら
れ
て
し
ま
い
生
徒
会

に
無
理
や
り
入
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

あ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
て
大
変
だ
っ
た
な
・
・
・
。

で
も
や
っ
と
太
子
か
ら
解
放
さ
れ
る
・
・
・
・
！
！

う
る
さ
い
奴
が
い
な
く
な
っ
て
せ
い
せ
い
す
る
！
！

だ
い
た
い
ア
イ
ツ
は
い
つ
も
人
を
巻
き
込
ん
で
！
！

運
動
会
も
文
化
祭
も
温
泉
旅
行
も
・
・
・
・
！
！

太
子
と
い
る
と
全
部
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
さ
れ
て
・
・
・
！
！

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
で
も
・
・
・
・
・
楽
し
か
っ
た
な
。

運
動
会
も
文
化
祭
も
温
泉
旅
行
も
太
子
と
い
た
中
学
校
生
活
・
・
・
・
全
部
楽

し
か
っ
た
。

「
上
宮
太
子
。
」

「
は
い
。
」

卒
業
証
書
を
頂
い
た
太
子
は
な
ん
だ
か
大
人
っ
ぽ
く
見
え
て
少
し
寂
し
く
な
っ

た
。

「
次
は
生
徒
会
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
」
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太
子
の
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
っ
た
。

太
子
は
普
段
は
ア
ホ
だ
け
ど
こ
う
い
う
時
だ
け
は
す
ご
い
ん
だ
よ
な
・
・
・
。

・
・
・
・
こ
れ
で
お
別
れ
・
・
・
か
。
・
あ
れ
・
・
・
・
・
・
、
ど
う
し
て
だ

ろ
う
・
・
・
・
・
。

消
え
て
ほ
し
い
っ
て
思
っ
て
た
の
に
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
寂
し
い
の
？

「
妹
子
、
こ
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
私
に
最
後
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
な
！
！
」

太
子
が
言
っ
た
言
葉
。

頭
の
中
に
太
子
と
の
思
い
出
が
巡
る
。

涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
悲
し
い
の
？

涙
が
止
ま
ら
な
い
。

そ
の
時
太
子
が
舞
台
か
ら
お
り
て
僕
の
と
こ
ろ
へ
き
た
。

会
場
が
ざ
わ
め
く
。

「
ち
ょ
っ
・
・
・
・
・
太
子
！
な
に
や
っ
て
る
ん
で
す
か
！
？
」

「
お
前
に
渡
す
も
の
が
あ
る
か
ら
さ
。
」

「
え
っ
・
・
・
・
？
」

「
ほ
れ
！
！
」

太
子
に
渡
さ
れ
た
の
は
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
だ
っ
た
。

「
こ
れ
・
・
・
・
」
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「
私
は
妹
子
と
過
ご
し
た
一
年
間
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
そ
の
お

礼
だ
！
！
」

「
・
・
・
・
・
太
子
。
」

「
き
っ
と
ま
た
会
え
る
。
だ
か
ら
・
・
・
泣
く
な
。
今
ぐ
ら
い
は
笑
え
！
！
」

太
子
は
涙
を
必
死
に
こ
ら
え
笑
っ
た
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
顔
で
僕
に
言
っ
た
。

太
子
、
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

僕
も
あ
な
た
と
過
ご
し
た
日
々
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

僕
は
心
か
ら
そ
う
思
え
た
。

こ
う
し
て
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
。

こ
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
卒
業
式
初
め
て
だ
よ
・
・
・
。

で
も
太
子
ら
し
い
な
・
・
・
。

最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き
込
ん
で
・
・
・
・
。

で
も
き
っ
と
太
子
は
誰
よ
り
も
み
ん
な
の
笑
顔
を
・
・
・
、
み
ん
な
の
幸
せ
を

望
ん
で
い
る
ん
だ
。

あ
な
た
が
い
た
か
ら
僕
は
幸
せ
だ
っ
た
。

あ
な
た
に
出
会
え
た
事
が
僕
の
宝
物
。

き
っ
と
あ
な
た
の
く
れ
た
ク
ロ
ー
バ
ー
が
ま
た
僕
ら
を
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
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い
つ
の
日
か
ま
た
笑
い
あ
え
る
日
を
願
っ
て
・
・
・
・
。
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卒
業
式
／
妹
太
（
後
書
き
）

読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
こ
そ
細
道
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

で
き
る
か
な
・
・
・
・
。
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最
終
回
だ
よ
！
！
全
員
集
合
！
日
和
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！
！
そ
の
１
（
前
書
き
）

結
局
細
道
オ
ン
リ
ー
じ
ゃ
な
か
っ
た
・
・
・
・
。

だ
っ
て
最
終
回
は
盛
り
上
が
ら
な
い
と
ヾ
（
＾
▽
＾
）
ノ

↑言
い
訳

で
は
ど
ー
ぞ
↓
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最
終
回
だ
よ
！
！
全
員
集
合
！
日
和
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！
！
そ
の
１

太
「
突
然
だ
が
・
・
・
・

短
編
日
和
は
こ
の
話
で
最
終
回
だ
。
」

妹
「
え
っ
、
ち
ょ
っ
・
・
・
・
太
子
、
な
に
言
っ
て
ん
で
す
か
！
？
」

太
「
だ
か
ら
、
短
編
日
和
は
こ
れ
で
最
終
回
だ
っ
て
。
」

妹
「
え
え
え
え
え
！
！
！
！
な
ん
で
こ
ん
な
急
に
・
・
・
！
？
」

太
「
な
ん
か
、
作
者
が
『
短
編
集
に
す
ん
の
な
ん
か
め
ん
ど
い
』
と
か
言
っ
て
・

・
・
。
」

妹
「
作
者
い
い
加
減
だ
な
・
・
。
自
分
で
始
め
た
く
せ
に
。
」

太
「
こ
れ
が
作
者
の
性
格
だ
。
わ
か
っ
て
や
れ
。
」

妹
「
は
あ
。
」

太
「
ん
で
今
回
は
最
終
回
っ
て
こ
と
で
、
『
最
終
回
だ
よ
、
全
員
集
合
！
！
日

和
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！
』
を
や
ろ
う
と
思
う
。
」

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

太
「
っ
て
訳
で
み
ん
な
を
呼
ん
だ
ん
だ
。
」
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閻
「
へ
ぇ
～
～
♪
お
も
し
ろ
そ
～
だ
ね
♪
♪
」

芭
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
絶
対
に
私
だ
よ
！
！
」

妹
曽
鬼
（
（
早
く
帰
り
て
ぇ
・
・
・
・
。
）
）

－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－
＝
－

作
「
さ
あ
始
ま
り
ま
し
た
！
『
日
和
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！
！
』
司

会
は
私
、
明
日
香
で
す
！
！
審
査
員
は
読
者
の
皆
様
！
！
審
査
員
長
は
・
・
・
・

我
ら
が
神
、
ま
す
こ
う
さ
ん
で
す
！
！
！
！
！
」

増
「
宜
し
く
（
＾
－
＾
）
」

作
「
そ
れ
で
は
、
数
多
く
の
日
和
キ
ャ
ラ
の
代
表
と
し
て
こ
の
大
会
に
参
加
す

る
選
手
を
紹
介
し
ま
す
！
！
！
」

作
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
１
．
聖
徳
太
子
～
～
！
！
！
！
！
」
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太
「
無
限
に
広
が
る
大
宇
宙
！
こ
の
ス
ー
パ
ー
イ
ケ
メ
ン
摂
政
聖
徳
太
子
に
清

き
一
票
入
れ
て
く
れ
！
み
ん
な
の
愛
を
待
っ
て
る
ぞ
！
！
」

作
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
２
．
小
野
妹
子
～
～
～
！
！
」

妹
「
小
野
妹
子
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
僕
に
票
を
入
れ
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
」

作
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
３
．
松
尾
芭
蕉
～
～
～
！
！
」

芭
「
松
尾
芭
蕉
だ
よ
！
よ
ろ
し
く
ね
っ
♪
み
ん
な
、
私
に
票
を
入
れ
て
ね
！
」

作
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
４
．
河
合
曽
良
～
～
～
！
！
」

曽
「
河
合
曽
良
で
す
。
皆
さ
ん
、
絶
対
に
票
を
僕
に
い
れ
て
く
だ
さ
い
。
で
な

い
と
・
・
・
・
断
罪
で
す
よ
？
（
ニ
ヤ
リ
）
」

作
「
（
怖
っ
！
！
）
つ
、
続
い
て
は
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
５
．
閻
魔
大
王
～

～
～
！
！
」

閻
「
い
っ
え
～
～
い
♪
♪
ス
ー
パ
ー
セ
ク
シ
ー
閻
魔
だ
よ
♪
ぜ
ひ
オ
レ
に
一
票

を
入
れ
て
ネ
★
」

作
「
エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
６
．
鬼
男
～
～
～
！
！
！
」

鬼
「
鬼
男
で
す
。
よ
け
れ
ば
僕
に
一
票
入
れ
て
貰
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
」

作
「
そ
し
て
ー
ー
そ
の
他
！
」

ハ
ヒ
ュ
家
半
平
入
「
そ
の
他
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
？
」
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入
「
ち
ょ
っ
・
・
・
・
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
か
！
？
」

ハ
「
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
さ
す
ぎ
る
ぞ
！
！
」

作
「
え
ー
そ
れ
で
は
～
・
・
・
」

ハ
ヒ
ュ
家
半
平
入
「
ス
ル
ー
！
？
」

作
「
で
は
第
一
回
戦
を
始
め
ま
す
！
！
」

み
『
お
お
～
～
！
！
』

作
「
第
一
回
戦
は
～
～

か
っ
こ
よ
さ
対
決
！
！
！
！
」

つ
い
に
始
ま
っ
た
『
日
和
キ
ャ
ラ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！
』

は
た
し
て
優
勝
す
る
の
は
誰
か
！
？

 
 
 
 
 
 

《
続
く
》
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

短編日和
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